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UN Women日 本国内委員会 Vo13 2012年 7月

新たな目的と組織のもと

原点を踏まえた活動をスター ト

UN Women日 本国内委員会は、2012年 の

総会で定款改正を行い、新しい目的と組織の

もと、新しいスター トを切りました。目的に

ついては、国連で、UN Womenの新設でジ

ェンダー問題の主流化が図られたのに伴い、

日本国内委員会も、途上国の女性支援からUN
Womenの 6つの目的に対応できるよう活動

の範囲を広げたものです。組織については、

認定NPOとして、公益法人改革の流れに沿い、

理事の数を減らして執行機関として実務を行

う体制を整え、同時に評議員会を新設して、

組織の公益性と透明性をいっそう確保しよう

としたものです。

いま、理事会は執行機関として目覚ましい

活動を始めています。広報、事業、企業、国

際、総務の各担当理事は、それぞれ協議を重

ねて具体的計画を検討し、月 1回の理事会で

全員討議を行うという方法が確立してきまし

た。改革はまだ緒に就いたばかりですが、時

代のニーズに応え、社会に貢献する組織であ

るという原点を大切にしした提案が行われる

理事長 有馬真喜子

るはずです。評議

員会についても、

やは り公益法人改

革の流れに沿いな

がら新設は具体的

に進んでいます。

地域等委員会か ら名称を変更 した各地の構

成委員会や会員の方々か らは、次々に活動計

画やご提案が届いてうれしい限りです。国連

か らの承認協定案はまだ届いていませんが、

日本国内委員会は、今後 とも、みなさまと手

を携え、同時に多 くの関連機関・組織、行政、

企業、学会などと手を携えながら歩みを進め

てまいりたいと願っています。

■新 しい理事会のメンバー構成

・理事長  有馬真喜子

・副理事長 岩田喜美枝、三隅佳子、渡邊暗子

・理事   五十嵐康子、大槻明子、渋谷典子

鈴木賀子、高橋敏江、高橋克子

平野和子、平松昌子、三輪敦子

宮坂洋子、目黒依子、吉川真由美

・監事   遠藤みち、酒井興子

祝 !「みやぎジョネット」が

吹性のチャレンジ賞特別部門賞 (防災・復興)」 を受賞

東日本大震災で被災した女性・少女の支援

に活動しているらやぎジョネット」が内閣府

吹性のチャレンジ賞特別部門賞 (防災。復興)」

に輝きました。『みやぎジョネットのチャレ

ンジは自らの意欲と能力によって未来を切り

開いていく「防災・復興」のロールモデルと

して傑出したもの』として受賞されました。

現在、「みやぎジョネット」は、UN Women
日本国内委員会か らの 「東 日本大震災女性・

少女特別募金」の支援を受け、被災女性や少

女のたまり場として設置した「トレーラーハ

ウス」の運営に奔走中です。今後の活動に期

待をこめて、受賞のご報告を申し上げます。



2011年度拠出金による支援プロジェク ト

皆様のご協力により、2011年度の拠出金は、

658万4472円 (8万 1410ド ル39セ ン ト)とな りました。

これによる支援プロジェクトは以下に決定し、5月 9日、UN Women本部へ送金しました。

●グローバル・ユナイ ト・ユース・フォーラム
「女性に対する暴力撤廃キャンペーИ のうち若者によるワークショップの開催費用 (於 :バ ンコク)

②女性に対する暴力撤廃信託基金

2,426,400円   (30,000米 ドル)

929,173円 (11,48830米 ドル)

0カ ンボジアにおける竹製品の品質の向上と流通の改善を通じて

女性の経済的エンパワーメントを高めるプロジェクト

1,528,899円  (18,903.30米 ドル )資生堂花椿基金&資生堂より

④アチェにおける女性と平和・安全保障プロジェクト

1,700,000円  (21,018.79米 ドル )uN Women大 阪アジア基金より

●UN Women日本国内委員会が支援した
グローバリレ・ユナイト・ユ→々フォーラムカツヾ ンコクで開催されました!

2012年 5月 22日 から24日 まで、 バンコク

で、グローバル・ユナイ ト・ユース・フォー

ラム (Global UNiTE Youth Forum)が 開催

されました。ユナイト(UNiTElは、バンギム

ン事務総長の呼びかけで、2008年11月 25日

の 「女性に対する暴力根絶デー」に始まった

「女性 と少女に対する暴力への対応と予防」

を目的とする世界規模のキャンペーンです。

バンコクのフォーラムには、世界の25以上の

国々か ら40人を越える男女の若者が集まり、

女性と少女に対する暴力をなくすための効果

的な方法や戦略について経験を共有 し、意見

を交わしました。フォーラムの最後に、参加

者はユナイ ト若者宣言に署名し、宣言を、国

連の 「ジェンダー平等 と女性のエンパワメン

トに関するアジア太平洋地域作業部会」の共

同議長である石川祥子さんとナンダ・クライ

リクシュさんに手渡 しました。今回のフォー

ラムをきっかけに、グローバル・ユナイ ト・

ユース 。ネットワークを設立することにも参

加者は合意しました。

皆さまからの寄付による拠出金のおかげで、

フォーラムを成功裡に終えられることができ

たと UN Womenバ ンコク事務所の担当官か

らお礼のメイルと写真が届いています。

Tシ ャツの背中には、フォーラムの開催を日本国内委員会が
支援したことが明記されています。

0カ ンボジアにおける竹製品の品質の向上と

流通の改善を通 じて、女性の経済的エンパワ

ーメントを高めるプロジェク ト

フォーラム風景



UN Women日本国内委員会への期待

`全国友の会'様より
`全国友の会"は2006年 にユニフェム日本

国内委員会団体正会員となりましたが、それ

以前もユニフェムについて支援してまいりま

した。しかし、会員となって総会の出席や報

告を拝見することが多くなり、ますますその

活動が活発に、また多くの方の支援を受けて

拡がっていくことを願わずにいられません。

世界中でまだまだ女性に対する差別、虐待

など多大な問題があるにもかかわらず、 日本

ではそのことが広く知られず、多くの人が関

心を持つ状況が少ないように思います。また

ユニセフなどに比べても国連組織 UN Women
に対する知名度も低いように思います。その

原因が何なのか、またその問題が何故見えに

くく、もっと取り上げられないのかと考えて

みると、一つには女性に対する虐待、差別の

実態が比較的閉鎖された家庭、公にみえにく

い場所で行われていることにも起因するので

はないかと思います。他人が入り込みにくい

ところで差別や虐待が起 こっていることに対

しては、掘 り起こしは非常に難しく、当事者

が声を上げることにも勇気がいることがある

ように思います。

私たちの団体 “全国友の会"の創立者は戦

前か ら「家庭は私事ではない、公のこと」と考

え、当時の家庭の中で 「個人の人格を軽んじ

て、妻を重宝な道具扱いする」ような事があっ

てはならないと訴えてきました。

女性が安全な暮 らしを確保でき、その声が

反映できるよう、世界のどこかに、隠れた見

えにくい虐待や差別がないか、UN Womenの
果たす役割は大きいと感 じています。

女性も男性も、世界の実情と、それに向き

合う UN Womenの活動、またそのための支

援について、もっともっと機会をとらえて、

広報活動に力を入れる必要を感 じます。

私たちの団体もそのことを心して支援 し、

周囲の人に伝えていかなければと思います。

岩城昌子様より揃ェィボン女性文化センター事務局長)

「天の半分」

最初にユニフェム日本国内委員会の皆様が

これまで開発途上国の女性支援、また国内で

は各地域で女性の活動の支援に取 り組んでこ

られた誠意ある活動に対 して、心か らの敬意

を表 します。

国連組織が改変され、今回 UN Womenと
してスター トするにあたり、これからは先進

国として開発途上国の女性支援はもちろんの

こと、先進国特有の課題の問題に対しても率

先して取り組み、 「目に見える」形で社会の

中で存在感を示していただきたいと思います。

今、世界はグローバル規模での財政破綻の

危機、若者を始めとした失業者の増大など未

曾有の問題に直面し、私たちは次世代のため

に何をすべきか鋭く問われています。振り返

つて日本を見てみると、 日本は先進国の中で

は最初に超高齢化社会に突入する国であり、

深刻な人口減少社会を迎えようとしています。

世界は私たちが先駆けとして、どのように問

題解決を取り組むか関心をもって注目していま魂

日本では行政、企業、市民、地域レベルで

直面する問題解決のために、実に様々な団体

が素晴らしい活動を続けています。政府も総

力をあげて女性の社会参画の支援を始め、タ

イミングは出揃いました。しかしその活動の

中心となり、発信する機能が見当たらないた

め、大きなうねりを作りきれていないのが現

状ではないでしょうか。

この閉塞状況を打破し、新 しい社会を作っ

ていくためにUN Womenこ そが 日本の中で

女性の活動を支援 し、中心的な役割を担って

いけることと確信しています。まずは 玲UN
Womenの 知名度をあげ、玲女性の情報のハ

ブとなり、0女性の活動の起点となり、修活

動を発信していくことを通して「一歩、前へ」

進めていただきたいと思います。

中国の諺に吹性は天の半角 という言葉があ

ります。「天の半/1」 の女性が幸福であれば世界

は幸福になるという意味です。まだ誰も経験

したことのない社会に突入していく中で  「天の

半分」を支える女性たちの活躍をど真ん中で牽引

していく強いリーダーシップを発揮していただくこ

とを大いに期待いたしま魂 心から応援していま魂



CSW期間中に開催された日本国内委員会連絡会

国連で開催された 第56回CSW(国連婦人の地位委員会:2012年 2月 27日 ～ 3月 9日 )の 期間中、恒

例の国内委員会連絡会が 3月 1日 に実施され、 日本からは原ひろ子前副理事長が参加しました。今回

は14の 国内委が出席しUN Women事務次長ラクシュミ・プーリ氏の歓迎の挨拶から熱心な討議が展開

されました。

まま UN Womenから前回の連絡会 (2011

年 9月 オース トラリアで実施。 日本は欠席)

で合意された行動計画の進捗状況は順調に進

んでお り、UN Womenは行動計画の時系列

に従ってツールや評価基準を検討中で、EXT
RANETでアクセスできるよう準備している

との報告がありました。

ついで、プー リ氏は UN Womenグローバ

ル市民社会諮問グループ (市民社会とUN Wo
menとの定期対話の場で、政策、情報、提唱

問題を話し合い、メンバーは一年おきに交代)

について、諮問グループメンバーの大半は途

上国出身者で占められている、専門分野の視

点で意見を述べる諮問グループの役割と国内

委の機能とを混同しないことが重要であり、

国内委の強みは提唱活動を推進し、 自国内で

UN Womenのメッセージを広めることだと

強調しました。

オース トリア国内委のスカリパ氏から町N
Womenか ら、国内委員会は募金能力を高め

るよう求められているJと の発題があり、そ

れに対 して、オース トラリア国内委のマッケ

イ氏がオース トラリアのビジネスモデルを紹

介し、国内委がスタッフを雇用することが拠

出金の増額に寄与するとの見解を述べ、議論

が続きました。マッケイ氏は企業とのパー ト

ナーシップとして、民間部門戦略、女性のエ

ンパワーメン ト原則の活用方法などについて

も説明しました。英国国内委のクーパー氏は

企業を会員にすることが募金の増額に寄与し

ていること、カナダ国内委がエアカナダの機

内誌に自らの活動を広告 して効果をあげてい

ることを紹介 しました。各国国内委もそれぞ

れ自国の成功例、問題点を発言 しました。

最後に、UN Womenパー トナーシップ部

門等の担当部長ヘ トル氏は国内委のキーワー

ドは多様性であるとし、各国の国内委は文化

的にも財政的にも異なるが、お互いに多 くの

ことを学び合うことが大切であり、国内委に

は、UN Womenが活用 したい潜在能力があ

り、今後もそ こに期待をしていると結びの言

葉を述べました。

なお、2012年度国内委員会連絡会はイギリ

スで、2013年度はイタリアの トリノで開催さ

れる予定です。  (国 内委員会連絡会議事録より)

リエゾンオフィスからの
近況報告「おたより」

ミユキ ケルクホフ

UN Women日 本事務所 所長代行

UN Women日 本国内委員会の皆さま、こん

にちは。今回、ジェンダー平等と女性のエン

パワーメン トのために、皆さまとともに行っ

ている活動の最新情報をお伝え出来ることを、

大変光栄に存 じます。

UN Womenの活動開始から一年半が経ち、

執行理事会は 2度 目の年次会議を終えた所で

す。限られた資源で顕著な進展を遂げ、将来

への基礎を固めることが出来ました。世界中

の女性 と女児の生活向上を効率的に実行出来

るように、引き続き能力向上と、組織の強化

に努めて参 ります。 このために、UN Women
はその使命をよりよく果たせる新たな地域組

織の構築を考えました。

今後12年の間に、UN Womenは本部をニ

ューヨークに置いたまま、 5地域のリージョ

ナル・オフィスを設立し、機能を分散化 して、

各国事務所が地域 レベルで影響力と効果を最

大化 し、また資源やスタッフを集約すること

で能力の強化を図れるように、調整していく



構成委員会の活動

予定です。 これか らの発展を期待 し、 ご一緒

にUN Womenの歴史の目撃者となるのを楽

しみにしましょう。

日本事務所は、今回の地域組織再構築の枠

組みには入つていませんが、 日本国内での展

開もすばらしいものでした。2012年、UN W
omenへの日本の拠出金は昨年度の 2倍にな

りました。UN Womenは、 日本政府並びに

その陰で懸命にご尽力下さった皆さまに、大

変感謝してお ります。

さらに、女性の経済的エンパワーメン ト達

成のために、ミチェル・バチェレ事務局長は、

WEPs(女性のエンパワーメント原則 )に署名

する企業が2015年までに500社 となることを

目標としています。2012年 6月 現在、世界で

既に430社の署名が集まり、 日本では150社

近 くの最高経営責任者 (CEO)が取 り組みを

約束し、その数は今も伸びているというお知

らせが出来ることを、非常にうれ しく思いま

す。 ご存知の通 り、世界の女性管理職の平均

割合が20%で ある一方、 日本では世界平均よ

り低い8%です。

女性の経済的エンパワーメン トのためには、

もっと取組が必要と判断した内閣府は、男女

共同参画推進連携会議 「国際的に連携した女

性のエンパワーメント促進」チーム内に連絡

会を設け、関係各方面での WEPsの活用を積

極的に促すこととなりました。そのメンバー

は、大手企業社長・女性団体。学校法人・企業

組織・行政機関等で、全員が WEPsに強い関

心を示しています。より多 くの企業が WEPs
に署名する意思を示すだけでなく、各社の経

営方針や戦略に効果的に組み入れていること

を大変楽 しみにしてお ります。

さらに、今秋、バチェレ事務局長が来 日さ

れるものと期待し、それと同時に、来年の CSW
(国連婦人の地位委員会)の テーマでもある女

性に対する暴力撤廃についても課題として取

り上げたいと思つています。

日本の内外で、ゆっくりではありますが、

確実に、ジェンダー平等 と女性のエンパワー

メントの実現に向けて前進しています。 この

共通のビジョンの実現のために、皆さんと緊

密に協力しつつ活動 していきたいと思ってお

ります。

J
UN Women北 九州では、去る3月 31日 (土)に、

2012年度の総会及び特別講演会を開催しました。

総会では、2011年度事業報告・決算、2012年 度

事業計画・予算が承認、決議されました。また、20

12～2013年度の役員改選案についても、審議、承

認されました。

総会終了後、UN Women日 本国内委員会から有馬

真喜子理事長をお招きし、 「世界の女性の羅針盤―

UN Womenの 現在とこれから」と題して、特別講演

会を開催しました。UN Womenが誕生して 1年が経

過した今 ユニフェムからUN Womenに なって何が

変ったのか、あるいは今後何が変っていくのか、ま

た,私たちはどのような活動をすればよいのか、これ

からの活動の指針となる貴重なご講演をいただきま

した。 事務局長 河野賢司

一年かけて、名称の変更と理由と内容的、活動的

には変わらないということを会員の皆様にお知らせ

し、ご理解をいただくために名称変更が一年遅れま

したが、 2月 18日 日野市で初めて総会を開き、会員

皆様の承認をいただき、名称を変更いたしました。

事務局のある昭島市にも届けました。

毎年総会の後、チャリティーコンサー トを行って

いますが、ことしはモンゴルホーミーと馬頭琴のコ

ンサー トを行いました。日野市では初めての公演で、

会場から人があふれる状態でした。でも誰も文句一

つ言わず、最後まで聞いていただけたことと、その

場で入会してくださった方がいたりで、広報活動と

しては成功でした。

今年は多摩地区のいくつかの市でこのようなチャ

リティーコンサー トを開きながら、UN Womenの 活

動を広めていきたいと考えます。

役員も昭島市、羽村市、小金井市、三鷹市、日野

市、府中市といろいろな市にまたがっているため、

役員会で全員が揃うことはなかなかむずかしいので

すが、その分広くUN Womenの 活動を広げていく

ことができます。今年は役員改選の年でもあり、ま

だ動きはゆっくりですが、後半から来年に向けて広

報活動に力を入れていきます。  事務局 小りII裕未



構成委員会の活動

2012年 3月 30日 (土)、 日本庭園が見事な旧家を

借 り切って、総会を開催。 とくに、年間を通 して外

国人育児サークルヘの支援を今年も取 り組むことを

確かめました。また、 これを機会に 町N Womenの

パネル」を新調 しました。

記念講演は、『これからの経済とわたしたちの暮

らし～こんな時代だからこそ考えたい～』と題して、

日本銀行佐賀事務所長である田尻隆士氏にお願いい

たしました。世界から見た日本経済、日本の経済の

現状と展望、家計への影響など頭の痛い話を抱負な

データをもとにくわしく、そしてわかりやすく、し

かも楽しく話していただき、たいへん好評でした。

総会終了後、会員の懇親と一般参加者へのPRをか

ねて、花見弁当を広げて昼食会をひらきました。講

師を囲み、賑やかな懇親会となりました。

事務局長 徳久栄子

東日本大震災から早や 1年。日本中が復興の真っ

最中。被災地の人々の心に寄り添い夢中で走ったU
N Womenさ くらの支援活動も40回を超えた。衣食

住と化粧品 (資生堂)等を配布し、その時のニーズ

に合わせた支援で励ましの努力を実践。 3月 11日 に

は、これまで様々な支援をして下さつた方々に感謝

の思いを込めて目黒雅叙園で会合を開催。おひとり、

お一人に感謝状をお手渡し致しました。新たな目標

として津波で親を亡くした児童を対象に持続可能な

支援を昨年4月 に仙台市、 7月 に相馬市、更に教育

の絆は子ども達の 「′らの宝物」という意義を込め

「図書カー ド」、その他に私が推薦する「読んで為

になった本Jをキャッチフレーズに掲げ贈本活動を

展開。被災校に合わせ岩手、宮城、福島等 6校に贈

呈。嬉しいお便りも頂いている。本年 5月 末には亘

理町の吉田中学校、長瀞小学校に、また石巻女子商

業高校にと続く。一生涯の幸福の土台ともなる「読

書の翼」を届け,東北再生に全力投球。

南三陸町の復興の一助として志津川高校の生徒さ

んが作製したス トラップを、UN Womenさ くらで販

売。3月 30日 、タンザニア連合共和国とレソト王国

志津川高校の校長 副校長 先生方とともに

の贈 り物 と一緒に日下校長先生等にお届け。私達の

到着する15分前に、チ リの大統領が同高校を訪問さ

れていた。前チ リ大統領バチェレUN Women事務

局長 とのご縁を感 じる感動的な顔合わせ となった。

広報部

大 阪 ― ¬
2012年度の総会を 3月 17日 (土)に 開催 し、UN

Women大 阪の2年 目に向けて、よリー層、効果的な

活動を展開するための戦略を練っているところです。

総会後には、UN Women(当 時はユニフェム)の

アフガニスタンでの活動を取 り上げた ドキュメンタ

リーである 「ソーサンの場合Jを上映しました。夫

か ら殺されかねないほどの暴力を受け、子 どもと一

緒にシェルターに逃げ込んできたソーサンの未来は

決 して明るくなく、上映後には非常に重い気持ちが

残 りましたが、 「女性に対する暴力」か ら逃げるこ

とができず、自立を模索することが難しい点は、日

本の状況とも重なるところがありま魂 UN Women
としての新たなスター トを機会に、よリー層、世界

の女性とつながりながら日本の女性のエンパワメン

トを目指していきたいと思います。

UN Women大 阪アジア基金では、ようやく内戦が

終了し、インドネシア国内で特別自治区として歩み

始めることになったアチェにおける復興と平和構築

プロセスヘの女性の参加を促す 「アチェにおける女

性と平和 。安全保障」プロジェクトを支援すること

になりました。

UN Women日 本国内委員会のロゴが入つた4色

展開のTシャツも皆さんか ら好評をいただいていま

す。 ご注文は事務局でお受けしています。夏に向け

て、是非、お買い求めください |

会長 三輪敦子



構成委員会の活動

よこはま

よこはまの新年度は、 2月 19日 の総会で始まり、

役員の改選では西村洋子会長の続投で組織の大きな

変動もなく順調にスター トしました。恒例の「国際

女性デー2012」 は、 5年 目となり、 1年前の東日本

大震災と同日の3月 11日 に、フォーラム南太田との

共催で 「災害と女性～ともに歩む復興への道」と題

し、シンポジウムと交流会を開催しました。みやぎ

ジョネット事務局長草野祐子氏からは 「被災女性の

サロン活動」でさまざまな支援の試みを、郡山医療

介護病院看護部長宗形初枝氏は 「郡山からの報告・

母と子のサポー ト」で原発に不安を持つ母子の心と

体のケアを、横浜市社会福祉協議会障害者支援セン

ター相川勇氏からは 「南相馬市での障害者支援活動

」など、体験者でなければ語れない現地の被災状況

と復興に立ち向かう被災者の生の声に、一日も早い

復興を願いました。 3月 6日 、国内委員会有馬理事

長は、第 1回横浜市男女共同参画貢献功労大賞を受

賞されました。ユニフェムよこはまの初代会長でも

あり、記念の 「有馬理事長を囲んで、研修会とお茶

会Jを 5月 13日 に催し、UN Women最新情報を伺

い、横浜での新聞記者時代から、長年国内・海外の

第一線で 「女性の地位向上」に努められた有馬理事

長の輝かしい功績に大きな拍手を贈りました。

事業部会長 牧野迪代

東京

UN Women東 京は、 2月 15日 (水)に開催した

総会行事で今年度の活動の幕を開けました。総会記

念講演会では、UN Women日本国内委員会理事長有

馬真喜子氏から「UN Womenの 活動と今後の課題」

と題して、国連の2011～ 13戦略計画について分か

りやすく講演していただき、今後の私たちの活動の

指針を再確認することができました。講演の詳細は、

年 3回発行する「UN Women東京 News Letter」

の第4号に掲載し、 4月 早々に全国の会員と関係団

体に送付しました。

今年度の広報 。啓発活動の新しい試みとして、シ

リーズ 「映画で学ぶ開発途上国の女性たち」がスタ

ー トしました。講師は映画評論家 。ジャーナリス ト

の松本侑壬子氏。4月 の第 1回はイラン映画 「オフ

サイ ド・ガールズ」を鑑賞したのち、松本氏から実

際の取材にもとづく70年代以降のイランの政治的・

社会的変遷や女性の暮らしぶりなど興味深いお話を

うかがい、続く活発な質疑応答からも、「サッカー

場には入れない」イランの女性たちの元気で積極的

な生き方が見えてきました。次回は6月 14日 、モン

ゴル映画 「ラクダの涙」です。

初夏のチャリティコンサー トは、 7月 1日 (日 )

佐藤美由紀タンゴトリオによるウ ンゴ情熱の調旬 、

代々木上原ムジカーザにおいて開催。第20回 にあた

るクリスマスコンサー トは津田ホールに天満敦子氏

を迎えて無伴奏バイオリンコンサー トの企画が進ん

でいます。 会長 鷲見八重子

本年度も堺市内の各イベントにおいて、UN Wom
en日 本事務所と協力し、PR活動並び募金活動を展開

しました。昨年に引き続き 1億人のバレンタインキ

ャンペーンも開催、チョコレー トの売り上げの一部

をチャリティーとして寄付。また、内閣府の 「住民

生活に光をそそぐ交付金事業」を堺市で実施するに

当たり、その企画運営に UN Women堺が協力しま

した。この事業は、 「3・ 11東 日本震災復興記念、

国際女性デー記念 女と男のフォーラム」として開

催。 「女性への暴力にレッドカー ド!復興支援にジ

ェンダーの視点を ～東日本大震災被災地からの提

言に学ぶ～」をテーマとした講演会とともに、市内

の女性たちが中心となって活動するグループからの

PRブースが出展され、UN Womenの PRと ともに、

女性への暴力防止について参加者全員がレッドカー

ドを持つて啓発を行いました。当日は、アーティス

トの「ミレイヒロキ」さんにもご協力いただき、参

加者は、思い思いの花を描き、暴力防止を訴えると

ともに、夢や希望の色とりどりの花を咲かせました。

代表 重松加代子



事務局からの報告

■2012年度総会報告

2012年 2月 25日 (土)午後 1時～ 3時、女性の就

業支援センター・コンファランスルームにて開催。

2011年度事業報告・決算、2012年度事業計画。予算、

定款変更、2012～ 2013年度理事が承認された。

総会終了後、講演会「UN Women最 近の執行理事

会の動き」を開催。外務省人権人道課首席事務官高林

宏樹氏から、2011年第 2回定期会合よび2012年第 1

回定期会合の概略が報告された。

UN Womenの 2012～ 2013年度の予算は140.8百

万 ドル (1億4080万 ドル)。 戦略計画では 6項 目の優

先テーマを掲げ、フィール ドの活動を重視 し、組織

の効率性。有効性追求に取り組む姿勢に、 日本をはじ

め執行理事国か ら賛意を得たとのことである。

2011年度決算報告 (201η 年1月 1日 ～12月 31日 )単位 :円

一般会計

■収入の部          ■支出の部

■東日本大震災特別募金寄付者一覧

(前 回掲載以降20119.1～ 1231)

五十嵐康子 樽谷文代 群馬婦友会 国際ソロプチミス

ト北九州 時賞達枝 UN Womenよ こはま

■寄付者一覧(前号掲載以降2011.91～20126末現在)

富澤知子 ビューティショップK 大西珠枝 資生堂花

椿基金 嶼資生堂 稲田和永 上里町女性会議 有馬

真喜子 UN Women多摩 菅野和夫 リンクル化粧品

欄ソシア 諸井暢子 エイボン・プロダクツ帥 十文字学

園生活協同組合 UN Womenよ こはま UN WVomen
さくら UN Women佐 賀 UN Womet大阪 UN Wo
men東京 UN Women堺  中島明子 コトウダユミコ

UN Women北九州 彩歩の会 SI京都 中央労働金庫

山本美智子 牧志泰三 斉藤京子 大沼もと子 池田蕗子

全国友の会 群馬婦友会 国際ソロプチミストアメリカ日本

西リジョン 佐藤飽人 資生堂健康保険組合

■正会員団体 19団 体 (20126末現在)

〈団体〉働アジア女性交流・研究フォーラム NPO法人

一冊の会 働大阪市女性協会 群馬婦友会 国際婦人

年連絡会 堺市女性団体協議会 働佐賀県女性と生涯

学習財団 NPO法人参画プラネット 全国友の会 ソ

シエテ彩 UN Womentt UN Womenさ くら UN
Women多摩 UN Women東京 UN Womenよこはま

働横浜市男女共同参画推進協会

(企業)イオン1%クラブ 榊高島屋 日本たばこ産業帥

■正会員個人40名 (前号掲載以降新会員20126末現在)

奥田美智代 高橋克子

■賛助団体14団体 (2012.6末現在)

〈団体)イエローライン 働京都市女性協会 久留米市男

女平等推進センター 他国際女性教育振興会茨城県支部

越谷ミズの会 働せんだい男女共同参画財団 田大学

女性協会静岡支部 にいがた女性会議 日本生活協同

組合連合会 浜松市男女共同参画推進センター プロ

ジェクトILD 北翔大学同窓会淑率会

〈企業〉ll●グッドバンカー 欄電通

■賛助個人143名 (前号掲載以降2012.6末現在)

大西珠代 黒岩秩子

会費収入

事業収入

寄付金収入

升本基金繰入

雑収入

2,475,000   拠出金

0 事業費

18,717,448   管理費

2600,000

870

6,584,472

9,248,282

4,023,449

息

一

禾

一

当期収入合計   23,793,318 当期支出合言|
19,856,203

升本基金

■収入の部 ■支出の部

23,108   -般会計に糸彙J」      2,600,000

当期収支差額 1,360,223

前期繰越収支差額 11,988,448

次期繰越収支差額 13,348,671

■2012年度国内委員会連絡会の開催

イギリス国内委員会主催で 9月 11日 ～14日 、ロンドン

で開催予定。テーマは国内委員会アクションプラン、企

業等との連携、ファンドレイジングについて等。 日本から

理事2名が参加する予定である。

(NPO法人)∪N Women日 本国内委員会

旧称:ユニフェム(国連女性開発基金)日 本国内委員会

事務局

〒244-0816 横浜市戸塚区上倉田町435-1

男女共同参画センター横浜内(フ ォーラム)

・TttL.FAX.045-869-6787

・Email unwomennihon@adagio ocn nejp

・ホームページ http://WWW unwomen― nc」 p

瘍交通のご案内 」R・ 横浜市営地下鉄「戸塚駅」下車、徒歩7分
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